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Toshiba Corporation
Software Engineering & Technology Center
株式会社 東芝

ソフトウェア技術センター
人に、社会に価値を届けるために
東芝グループのソフトウェア開発を進化

世界有数のCPS（サイバー・フィジカル・システム）テクノロジー企業を目指す東芝グループは強い「モノづくりのちから」
と「ソフトウェアのちから」を結集してデジタルソリューションを提供していきます。ソフトウェア技術センターは、東芝 
グループ各社、各研究部門と連携したグローバルな体制で、「ソフトウェアのちから」の強化に取り組んでいます。

Staff Voice 現在働いている社員がシゴト内容を紹介

東芝グループ内のソフトウェア開発を
支援しています。

ソフトウェア技術センター　共創ソフトウェア開発技術部
2019年入社　先端科学技術研究科　先端科学技術専攻

田中 佑弥 Tanaka Yuya 

　私の部署では、東芝グループ内のソフトウェア開発部門向けに、開発支
援ツールの提供を行っています。ソフトウェア開発では、開発支援ツール
を利用することで、大幅なコスト削減やソフトウェアの品質向上を実現で
きます。そこで、GitLab や Redmine などの OSS と、自製の開発ツールを
組み合わせて構築したソフトウェア開発支援ツールをSaaS（Software as 
a Service）として提供しています。
　その中で私の担当の一つは、ソフトウェア資産管理ツールを提供するこ
とです。ソフトウェア資産管理ツールとは、東芝グループ内で開発されたソ
フトウェア成果物を、グループ内で活用できるようにするために重要なツー
ルです。共通のソフトウェア成果物を利用することで、似たような機能をも
つソフトウェアの重複開発を防ぎ、ノウハウが共有され、開発効率の向上
が期待できます。

　提供しているソフトウェア開発支援ツールは、ソフトウェア開発部にとって
のインフラストラクチャです。ソフトウェア開発支援ツールに不具合が生じる
と、東芝グループ全体に影響が出てしまいます。そのため、不具合の早期発
見やシステムの早期復旧を行えるような監視システムの開発も行っています。
　私の仕事は技術の潮流やソフトウェア開発の状況に合わせて常に変化し
ていきます。そのため現状維持するのではなく、常に新しい技術や手法を調
査・研究し、新しい仕組みや開発体制の改善方法を提案しています。東芝は
世の中を変える技術を提供し続けています。このような技術に自身の意思
で携わることができるのは、東芝の従業員としての最大のメリットだと思い
ます。

OSS/ISSを活用して共創ソフトウェア開発で
新しい価値を創出
　社会インフラのデジタル化が進む中で、新しい価値を創出する
ためには高品質な製品開発と、継続的進化を遂げるサービス開
発の融合が不可欠です。その実現に向けて当センターでは OSS

（Open Source Software）を中心とした共通基盤ソフトウェアの
研究開発と、東芝グループ内の部門を越えて、ISS（Inner Source 
Software）を活用してソフトウェア開発を行うための共創ソフトウェ
ア開発環境と開発プロセスを整備しています。また、世界に広が
るOSSコミュニティのメンバーとして社外とも共創し、先端的な機
能開発を行うことでOSSの発展にも貢献しています。

ソフトウェアエンジニアリング技術の開発・導入で    　 
ソフトウェア開発力を強化
　優れた製品やサービスを継続的に提供していく上で、ソフトウェ
アの開発効率化と信頼性向上は欠かせません。そのためには、要
求分析、設計、実装、テスト、運用・保守の各開発工程を着実に実
行することが重要です。当センターでは、高品質なソフトウェアを
効率的に開発するためのソフトウェア設計・検証技術や、それらの
自動化を実現する技術やツールの開発、および開発工程の適切な
実行・管理を実現するソフトウェア開発プロセスの構築を行い、東
芝グループのソフトウェア開発を支えています。

https://www.global.toshiba/jp/technology/corporate/swc.html

わずかな血液から短時間で13種類のがんを検知する、東芝のマイクロRNA検出技術
がCEATEC AWARD 2020 経済産業大臣賞を受賞した。私たちは、脈々と培われ受け
継がれた技術から新たな価値を生むことを期待されている。マイク
ロRNA検出技術の意義や特長などを、この技術を開発した研究者
の声と共に紹介する。

超高速・大容量通信を実現する5Gは、私たちの生活、あらゆる産業を根本から変える
可能性を秘めている。その通信を縁の下の力持ちとして支えるのは、基地局とネット
ワークの中心をつなぐバックホールリンク。バックホールリンクとは
何か、また東芝の技術は5G通信のどの部分で活躍しているのか。
5Gの通信システムの仕組みと合わせ、画期的な新技術を紹介する。

新しい未来を始動させるAI技術者たち　
～価値につながるAIは、使う人の声から生まれる～

https://www.toshiba-clip.com/detail/p=1811

膨大なデータから意味のある情報を掘り起こすAI技術、データマイニング。宇宙物理
学を専攻していた研究者が、どのように東芝でAI技術を身に付け、匠と呼ばれるエン
ジニアの右腕となるAIを生み出したか。徹底した現場での観察・対
話から課題解決へとつなげる、AI技術者の挑戦と成長を追う。

わずかな血液で短時間に13種のがんを検出　
－経済産業大臣賞のマイクロRNA検出技術

https://www.toshiba-clip.com/detail/p=1786

5Gの縁の下の力持ち 
高速無線を実現する東芝の技術とは

https://www.toshiba-clip.com/detail/p=1333

モノづくりとAIの知見が促す、
私たちの健康な生活

https://www.toshiba-clip.com/detail/p=1251

Toshiba Clip 世の中 × 東芝のトレンドを紹介

健康診断の結果から、もし自分の生活習慣病になるリスクが、いつ、どのくらい高く
なるかが分かれば、日常生活を見直そうと思わないだろうか？それを可能にする「疾
患リスク予測AI」の活用と誕生について、診療の最前線にいる医師
と東芝の取り組みを紹介する。


